
自社ドメイン継続利用のお客さまの移行の流れ
(KDDI ビジネスメール付属DNSのご利用あり)  



はじめにご確認ください。 

■現在自社ドメイン (独自ドメイン) を「KDDI ビジネスメール」および付属のDNSでご利用のお客さまが、 
「Office 365 with KDDI: Exchange Online」に移行される場合、 「Office 365 with KDDI: Exchange 

Online」のご契約に加え「DNSオプション」のご契約をいただく必要があります。 

また、 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」をご利用になる場合、ドメイン所有権確認が必須となり

ますがこの作業には、「KDDI ビジネスメール」付属のDNSサービスにTXTレコードを追記する必要がありま
す。 
ただし、当該DNSの仕様上、この作業はお客さまに代わりKDDIが実施させていただく必要があります。 
 
そのため、 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 およびDNSオプションの開通完了後にお客さまに

発送される開通案内に記載の管理者用初期アカウントを、作業代行を行うために借用させていただく必要
があります。何卒ご理解賜りますようお願いします。 
  (※) 「KDDI ビジネスメール」付属のDNSをご利用でない場合、お客さま自身でドメイン所有権確認を実施
いただくことになりますので上記管理者アカウントの借用は不要です。 
  (※) 借用させていただきます初期アカウントは上記作業に限り利用とさせていただきます。 
  (※) 作業完了後、お客さまにて管理者ＩＤ・ＰＷを変更いただけます。 
  (※) 借用手順詳細についてはＰ7に記載させていただきます。 

【現在】 
 「KDDI ビジネスメール」 + 「KDDI ビジネスメール」付属DNS 

 
 
 

【移行後】  
 「 Office 365 with KDDI: Exchange Online 」 + DNSオプション 



新規 
お申し込み 

開通作業 
および 

開通通知発信 

開通通知 
受領＆貸与 

管理者用初期
アカウント借用 

ドメイン 
所有権確認 

DNSオプション 
初期設定 

ユーザー作成 
転送設定 

データ移行 
 (任意)  

DNSオプション 
設定変更 

移行完了 
「KDDI ビジネス

メール」 
解約手続きへ 

設定代行のため 
初期管理者アカウントの
借用をお願いします。 

設定完了後 
ひきつづきお客さまにて 

各種設定をお願いします。 

お客さま 
作業 

KDDI 
作業 

 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 +DNSオプション新規申し込みから 
ご利用開始までの流れ 



移行までの期間  (モデルケース)  

4月 5月 6月 7月 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 +DNSオプション新規お申し込み 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 +DNSオプション開通作業 

ドメイン所有権確認 &DNSオプション初期設定 (代行)  

ネームサーバ切り替え日 

「KDDI ビジネ
スメール」解約 

「KDDI ビジネスメール」 

4月利用分 
「KDDI ビジネスメール」 

5月利用分 
「KDDI ビジネスメール」 

6月利用分 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」開通 

「Office 365 with KDDI: 
Exchange Online」 

無料 

 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」  
6月利用分 

 「Office 365 with KDDI: 
Exchange Online」  

7月利用分 

データ吸上 (POP)  

DNSオプション設定変更 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 
ユーザー作成&転送設定 

課 
金 



5 

お客さま作業詳細 

次頁以降にステップごとのお客さま作業詳細をご説明させていただきます。 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」
お申込書の記載内容 

 ～開通通知の貸与方法まで 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」
ユーザー作成 

 ～「KDDI ビジネスメール」の転送設定まで 

「KDDI ビジネスメール」の 
  旧受信データの移行方法 

DNSオプションの設定変更方法 

「KDDI ビジネスメール」解約 



「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 
お申込書の記載内容 

 ～開通通知の貸与方法まで 

① 



 (表紙)   (別紙)  

基本情報をご記載ください。 
『Exchange Online (Plan1) 』 
と『DNSオプション』 
を選択してください。 

 (別紙2)  

ドメインの扱いと 
ネームサーバ切り替え日を指定ください。 

独自ドメインを継続利用される場合、3枚のお申込書が必要になります。 
 

 (※) 表紙のタイトルが「Office 365 with KDDI」 (兼「KDDI ビジネスオンラインサポート」) 申込書
となっておりますが「Office 365 with KDDI: Exchange Online」申込書としてご利用いただけます。 

※ネームサーバ変更希望日は開通希望日
ではありません。※開通目安の14営業日
以降の日付をご指定願います。 

新規 
お申し込み 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」+DNSオプションのお申込書について 



KDDIの開通処理完了後、お客さまに以下2つの開通情報が通知されます。 
 (※) お客さまドメインの開通ではありません。初期の onmicrosoft.com による開通の通知です。 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」+DNSオプションの開通通知情報について 

開通通知 
受領＆貸与 

「Office 365 with KDDI (Exchange Online) 」開通情報 DNS開通情報 

■「Office 365 with KDDI (Exchange Online) 」 開通情報  (※)  
  ・Office 365サインイン画面URL  (https://porttal.office.com)  
  ・管理者ID /一時パスワード 
 
■DNS開通情報  
  ・管理者用コントロールパネルURL  (https://kddi-dns.secure.ne.jp/login.php)  
  ・管理者用ログインID / パスワード ほか 



「Office 365 with KDDI: Exchange Online」のドメイン所有権確認およびDNSオプションの初期
設定をKDDIが代行するため、お届けした開通通知に記載の所期管理者アカウントの借用を
お願いします。 

貸与に関するご連絡先 

・上記メールアドレスにお問い合わせいただきました後、情報授受の方法をご案内させていた
だきます。 
・借用したアカウントを用い「ドメイン所有権確認」と「DNS設定」作業をKDDIが実施します。 
・借用した開通情報は本作業のみの利用とさせていただきます。 
・アカウント受領後にお客さまに受領確認のご連絡を差し上げます。 
・本件に関するお問い合わせはkbm@kddi.com宛にいただきますようお願いします。 

開通通知 
受領＆貸与 

■「Office 365 with KDDI (Exchange Online) 」 開通情報 
  ・管理者ID /一時パスワード 
 
■DNS開通情報  
  ・管理者用ログインID / パスワード ほか 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 +DNSオプションの開通通知借用のお願い 

一旦弊社より通知させていただきました上記管理者情報を今回の作業代行 (一部) のため改めて借用のお願いとなりま
す。 
今回の設定作業の一部代行に関しお客さまに借用のご了承をいただく必要がございますため、お手数ですが本手続き
を取らせていただきます旨ご了承願います。 

kbm@kddi.com 



kbm@kddi.comにご連絡いただいた後ファイルをアップデートするためのURLをご返信させていた
だきます。 
そのURLにアクセスいただき開通情報のアップロードをお願いします。 

開通通知 
受領＆貸与 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 +DNSオプションの開通通知借用のお願い 

開通情報 (管理者アカウント) のアップロード確認後、お客さまに受領確認のご連絡を差し上げます。 

【通常モード】 

対象ファイルのパスを指定してください。 

【D&Dモード】 

対象ファイルをドラックしてください。 

アップロード中 

 バーに進捗 (％) が表示 
アップロード完了 

 ウインドウを閉じてください。 



「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 
ユーザー作成～「KDDI ビジネスメール」の転送設定まで 

② 



ドメイン所有権確認およびDNSオプションの初期設定完了後、完了のご連絡を差し上げます。 
 (借用日より3営業日後目安)  
その後はお客さまにて以下作業を実施いただきますようお願いします。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

【1】ユーザーアカウント作成 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業 

【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定 

次頁以降に各内容の詳細を記載します。 



【1】ユーザーアカウント作成 



【重要】ネームサーバ切り替え日までにユーザー作成を推奨します。 

①開通通知に記載の「Office 365 with KDDI (Exchange Online) 」 サインイ
ン画面にアクセスしてください。 
 https://portal.office.com 

②開通通知に記載のID/PWでサインインしてください。 

 (※) ネームサーバ切り替え日はお申し込みの際に申込書【別紙2】の「ネームサーバ変更希望日」に記載いただいた日付です。 
 (※) 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」」開通日の14営業日以降の日付をご指定いただいています。 
 (※) ネームサーバ切り替え日以後は「Office 365 with KDDI: Exchange Online」でメール送受信をご利用いただく事を推奨します。 
   そのためにネームサーバ切り替え日までに「Office 365 with KDDI: Exchange Online」にご利用ユーザーを作成いただく事を 
   推奨します。 

ご利用者様分の「ユーザーアカウント」を作成いただきます。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【1】ユーザーアカウントの作成～ 



 (タイル) もしくはグレーの管理者を選択してください。 ③ 

④Office 365 管理センター画面から左メニューの「ユーザー」
を選択し、さらに「アクティブなユーザー」を選択します。 

⑤「1IDごと」アイコンを選択してください。 
 
※本資料はシンプルな設定が可能な「1IDごと」登録の流れでご
説明します。 
ユーザーアカウントを一括作成する場合は「+」アイコンの右側を
選択して作業を進めてください。 

「1IDごと追加」アイコン 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【1】ユーザーアカウントの作成～ 

ご利用者様分の「ユーザーアカウント」を作成いただきます。 



ユーザーをひとつずつ登録するために人数分作業を繰り返します。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【1】ユーザーアカウントの作成～ 

⑥別ウインドウが開きます。 
 (※) 付きの必要事項を入力してください。 
入力後、「作成」を押してください。 
 
◆[ユーザー名] 
＠より前の部分 (＝ローカルパート) は現在「KDDI ビジネスメー
ル」でご利用のものと同じものをご登録ください。 
＠より後ろの部分 (＝ドメイン) は現在「KDDI ビジネスメール」で
ご利用のものと同じものをご登録ください。 
※▼でonmicrosoft.comも選択できるようになっていますが、それ
は選択しないでください。あくまでもお客さまドメインであることを
ご確認ください。 

⑦登録完了すると「作成されました。」となります。 
 
※初期パスワードはメモしておくことをおススメします。 
※次頁説明するエンドユーザーに初回ログインを案内する
際に初期パスワードの案内が必要になります。 
 
⑧画面右上の「×」を押してウインドウを閉じ必要人数分繰
り返してください。 



⑨Office 365サインイン画面へアクセスしてください。 
  ログインURL https://login.microsoftonline.com/ 
 
⑩ユーザーごとのアカウントでサインインしてください。 
  ご利用者アカウント  (管理者さまから通知ください)  
 ID  ：「KDDI ビジネスメール」でご利用のメールアドレス 
 ＰＷ  ：管理者から通知された初期パスワード  
           (前頁でメモいただいたパスワードです)  
 
 
⑪ログイン後は初期パスワードを変更してください。 
 
⑫パスワード変更後、再度ログインするとトップ画面が表示
されます。 
 
※ 管理者さまにてログイン直後に表示されるトップページ
をカスタマイズしている場合は、その画面が表示されます 
のでご利用を開始してください。 

以下はエンドユーザーさまが初回ログインされた時の作業です。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【1】ユーザーアカウントの作成～ 

ユーザーに初回ログインを依頼してください。 



 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」  の開通通知をご用意ください。 
 
管理者の方に限り、 「Office 365 with KDDI: Exchange Online」の初期設定について無償サポートを提供して
います。 
 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」開通通知記載の番号へお問い合わせください。 
 
 
<ご注意事項> 
・ 開通直後は、お客さまの契約情報のご確認にお時間いただく場合がございますのでご了承ください。 
・開通通知に記載の番号でのサポート内容は「Office 365 with KDDI: Exchange Online」 に限ります。 
 移行提案全般のお問い合わせに付きましては、KDDI営業担当までお問い合わせください。 

「Office 365 with KDDI: Exchange Online」の 

ユーザー作成方法が不明の場合、以下窓口にお問い合わせ
ください。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【1】ユーザーアカウントの作成～ 



【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定 



ネームサーバ切り替え日の数日間 (2日～1週間程度) はインターネット上にあるほかの多く
のDNSサーバに、お客さまがご利用されているDNSサービスおよびメールサービスが変更
になったことを広報に要する期間が発生するため、一般的に以下のいずれかで対応いただ
く事になります。 

【Ａ】 広報期間中は「KDDI ビジネスメール」と「 Office 365 with KDDI: Exchange Online」 の両方で 
        受信確認をいただく 
【Ｂ】 「KDDI ビジネスメール」あてに来た受信メールを「Office 365 with KDDI: Exchange Online」に 
        転送する設定をユーザーごとに行う。 

KDDI ビジネスメール 

DNS 
OPT 

KDDI ビジネスメール 
DNS 

MX 

Internet 

A-san@userdomain.com 
B-san@userdomain.com 
C-san@userdomain.com 

Who IS 

広報期間 
2D-1W 

A-san@userdomain.com 
B-san@userdomain.com 
C-san@userdomain.co 

【1】期間中両方の
メールをご確認いた
だく 

次頁以降に【2】転送設定方法についてご説明させていただきます。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

【重要】2つのメール確認が負荷がかかる場合転送設定をご検討ください。 

【2】転送設定を行う 

Office 365 with KDDI: 
Exchange Online 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



当該設定は「KDDI ビジネスメール」側の設定になります。 
そのため「KDDI ビジネスメール」のマニュアルを元に記載します。 
 ※管理者さまではなく一般ユーザーによる設定です。 

P37 
5.3.8 転送機能の使用有無の変更 
の内容をご説明します。 

①「KDDI ビジネスメール」の 
ウェブサイト画面にログイン後、
「設定」⇒「各種設定」⇒「フィルタ
設定」を選択してください。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



②管理画面にて、左メニューのフィルタ設定を選択後、 
画面上部の「転送設定」タブをクリックし「転送設定」シート
を表示してください。 

③転送機能の使用を「使用する」とし、「設定」ボタン 
を選択します。 

ユーザー 
作成 

転送設定 
 ※管理者さまではなく一般ユーザーによる設定です。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



④確認画面が表示されますので、内容を確認し
問題なければ「設定」ボタンを選択してください。 

⑤結果画面が表示されますので、「完了」ボタンを
選択します。 

⑥管理画面に遷移するので、改めて左メニューの
「フィルタ設定」⇒「転送設定」で「転送設定」シートを
表示した後、「追加」ボタンを選択します。 

ユーザー 
作成 

転送設定 
 ※管理者さまではなく一般ユーザーによる設定です。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



⑦転送設定画面が表示されますので、以下を入力してください。 
 【フィルタ名】 任意 
 【ステータス】 有効 
 【使用有無】 使用する 
 【開始日時】 ネームサーバ切り替え日 
 【終了日時】 「KDDI ビジネスメール」解約月末 
 【適用方法】 すべててのメールに適用 
 【条件】    必要に応じ追加 
 【転送元メール保存】：保存する 
 【転送設定】 転送先追加・・・・・・・・・＞次画面に遷移 

ユーザー 
作成 

転送設定 
 ※管理者さまではなく一般ユーザーによる設定です。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



⑧転送先設定に以下を入力 
 【転送先設定】 追加するにチェック 
 【転送先メールアドレス】 ：＊＊＊＠userdomain.onmicrosoft.com 
 【転送方法】  そのまま転送 

⑨入力完了したら「設定」 

※転送先アドレスは「Office 365 with KDDI: Exchange Online」の 
エイリアスドメインを指定してください。 

ユーザー 
作成 

転送設定 
 ※管理者さまではなく一般ユーザーによる設定です。 

**@userdomain.com 

**@userdomain.com 

**@userdomain.onmicrosoft.com 

※ 転送先の「 Office 365 with KDDI: Exchange 
Online 」のエイリアスドメインが不明な場合、以下で
ご確認ください。 
 
①開通通知 
※＠より右側は全ユーザー共通です。 
 
②管理者アカウントログイン 
管理者アカウントで「 Office 365 with KDDI: 
Exchange Online 」にログインし、対象ユーザーを選
択した後、左記の場所からご確認ください。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 

上記赤字部分です 



⑩転送先に設定した内容が表示されていることを確認 
 後「設定」 

⑫再度確認し「完了」 

⑪転送先に設定した内容が表示されていることを確認 
 後「設定」 

ユーザー 
作成 

転送設定 
 ※管理者ではなく一般ユーザーによる設定です。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



転送設定の正常性確認は以下の手順で実施ください。 

1)  任意のメールサービスからご自分のメールアドレス (A-san@userdomain.com) にメール送信。 
2)   「KDDI ビジネスメール」の受信BOXに上記メールが受信されていることを確認。 
3)   「Office 365 with KDDI: Exchange Online」の受信BOXに上記メールが受信されていることを確認。 
 
 ※2) , 3) 両方に同じメールが受信されていれば設定OKです。 
   以後「Office 365 with KDDI: Exchange Online」の受信BOXのみご確認ください。   
 
 ※ 2) , 3) のいずれかにしか受信されていない場合、再度設定をご確認ください。 

＜前提＞ 
 ・「KDDI ビジネスメール」でご利用のアドレス A-san@userdomain.com 
 ・「Office 365 with KDDI: Exchange Online」で  
    ご利用のアドレス                     同上 
 ・転送先に設定したアドレス  A-san@userdomain..onmicrosoft.com 
                                                                    ※Exchangeのエイリアスドメイン 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



「KDDI ビジネスメール」の開通通知をご用意ください。 
 
管理者の方に限り、「KDDI ビジネスメール」の設定サポートを提供しています。 
 

「KDDI ビジネスメール開通通知」に記載の番号へお問い合わせください。 
 
 
<ご注意事項> 
・ 開通直後は、お客さまの契約情報のご確認にお時間いただく場合がございますのでご了承ください。 
・開通通知に記載の番号でのサポート内容は「KDDI ビジネスメール」の設定関連に限ります。 
 移行提案全般のお問い合わせにつきましては、KDDI営業担当までお問い合わせください。 

「KDDI ビジネスメール」転送設定方法が不明の場合、 
以下窓口にお問い合わせください。 

ユーザー 
作成 

転送設定 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～【2】「KDDI ビジネスメール」転送設定～ 



「KDDI ビジネスメール」の 
   旧受信データの移行方法 

③ 



①KDDI ウェブサイトに移行マニュアルを掲載していますのでそちら
をご確認ください。 
http://www.kddi.com/business/cloud/service/business-mail/manual/ 

【管理者ガイド】 
 
 
【ユーザーガイド】 

データ移行 
 (任意)  

「KDDI ビジネスメール」で以前に受信した受信メールを「Office 365 with KDDI: 
Exchange Online」に移行する必要がある場合実施してください。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～データ移行～ 



「KDDI ビジネスメール」サービス終了のご案内をご確認ください。 
もしくは下記にご連絡ください。 
 
 お問い合わせ (電話)  : KDDI クラウドオペレーションセンター 
  0120-911-703  (通話料無料)  
  受付時間 平日  ： 9:00～18:00   (土・日・祝日年末年始を除く)  
 
お問い合わせの際は管理番号 (開通通知記載のMから始まる番号) をお伝えください。 
 
 ※Office 365 with KDDI: Exchange Onlineの設定・操作お問い合わせ窓口とは 
    別の窓口になります。 

データ移行 
 (任意)  

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～データ移行～ 

移行マニュアルの操作方法が不明の場合、 
以下窓口にお問い合わせください。 



DNSオプションの設定変更方法 
～MXレコードの追記～ 

④ 



KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

事前確認  (DNSオプションに登録するレコード情報の確認)  

①開通通知に記載のOffice365 サインイン画面にアクセスしてください。 
 https://portal.office.com 

②開通通知に記載の管理者ID/PWでサインインしてください。 
 
ID  ：***@**.onmicrosoft.com 
PW ：******** 
  
 (※) 管理者ＰＷを変更している場合そのＰＷでログインしてください。 
 (※) 管理者PWを変更していない場合「開通通知」に記載のＰＷでログイ
ンしてください。 



KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

④「Exchange Online」管理画面左メニューの「ド
メイン」選択してください。 
 
⑤画面中央の「セットアップを続ける」を選択 
 してください。 

 (タイル) を押して管理者を選択してください。 ③ 

事前確認  (DNSオプションに登録するレコード情報の確認)  



KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

⑥左記画面を表示させてＭＸレコードの値をコピーし
ておいてください。 
 

 ※この画面は閉じないでください。 
閉じてしまった場合Ｐ33②の手順に戻って再度表示
させてください。 

⑦ブラウザで別のウインドウを開いてください。  

事前確認  (DNSオプションに登録するレコード情報の確認)  

⑧開通通知の【添付】にDNSの開通情報が記載されています。 
「⑦」で開いた新規ウインドウで管理者操作画面URLを開いてください。 

ＭＸレコード (例)  
お客さまドメイン名.mail.protection.outlook.com 



⑨DNS管理者コンソールにアクセスして 
ログインID／ＰＷを入力しログインしてください。 

⑩ゾーン一覧を選択してください。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

DNSオプションにＭＸレコードを追加します。 

⑪DNSレコードを追加するドメインの 
「編集」を選択してください。 



⑫すでにいくつかのレコードが登録されています。 
「レコード種別」の「ＭＸ」が登録されていることを確認してください。 

⑬「レコードを追加する」を選択し新しい入力欄を表示させ、 
ＭＸレコードのみをもうひとつ追加してください。 
 ※既存分は削除しないでください。 

ホスト名 レコード種別 データ 

既存分 custom.com. MX 10 mx.お客さまドメイン名  

追記分 custom.com. MX 0 Ｐ35でコピーした値を貼り付け 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

お客さまドメインが「custom.com」の場合 

DNSオプションにＭＸレコードを追加します。 

【ホスト名】 
 ⇒既存と同じものを入力してください。  
  (※) 最後のドット「.」をお忘れなくご入力ください。 
【レコード種別】 
 ⇒「MX」をプルダウンで選択してください。 
【データ】 
 ⇒先頭に半角で「0とスペース」の2文字を入力し、続けて「Ｐ35の
⑥」でコピーしたＭＸレコードの値を貼り付けてください。 
   (例)  0 お客さまドメイン.mail.protection.outlook.com 



⑫すでに幾つかのレコードが登録されています。 
「レコード種別」の「ＴＸＴ」が登録されていることを確認してください。 

⑬TXTレコードの値を修正（直編集）してください。 

ホスト名 レコード種別 データ 

修正前 custom.com. ＴＸＴ “v=spf1 include:spf.protection.outlook.com 
+ip4:106.187.230.0/24 +ip4:106.187.231.0/24 
+ip4:111.87.219.128/25 MS=ms******** ~all” 

修正後 custom.com. TXT “v=spf1 include:spf.protection.outlook.com ~all “ 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

お客さまドメインが「custom.com」の場合 

DNSオプションにTXTレコードを編集します。 

ご注意ください！ 
コピーしたデータの値の前後にダブルコーテーション (“ ”） 
をお忘れなく追記してください。 

P35で表示させたままのＤＮＳレコード一覧からＴＸＴレコード
をコピーして貼り付けてください。 
※修正前の１行目＋「~all 」のレコードとなります 



⑮「完了」と表示され追加したMXレコードが 
レコード情報一覧に表示されていることを確認してください。 

⑯一覧に表示されていることを確認後「完了」を選択 
 してください。 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

⑭編集後「確認」を選択 

DNSオプションにＭＸレコードを追加します。 



KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 

DNSオプション 
設定変更 

⑰Ｐ35で表示させていたままの画面の 
最下部にある「レコードを追加しました」 
の右→を押下してください。 
 
⑱完了画面が表示されたら設定は完了です。 

⑲画面が管理画面に戻ります。 
以下を確認してください。 
 
「ステータス」＝セットアップ完了 
「操作」    ＝操作不要 
 
確認したらサインアウトしていただいて結構です。 

以上で設定作業は終了です。 
「 Office 365 with KDDI: ExchangeOnline 」 を

ご利用ください。 

最後にすべての設定を「Office 365 with KDDI: ExchangeOnline」 に
反映させます。 

Ｐ35で表示させていたままの画面に戻ってください。 

レコードを追加しました 



「KDDI ビジネスメール」相談窓口 
 

  kbm@kddi.com 

DNSオプション設定変更の設定内容が不明の場合、 
以下にお問い合わせください。 

DNSオプション 
設定変更 

KDDI作業完了連絡後のお客さま作業  ～DNSオプション設定変更～ 



 「KDDI ビジネスメール」解約手続き 

⑤ 



「KDDI ビジネスメール」解約 

【お客さま情報】 各部記入 

【ご契約番号】     M******* 
【解約ご希望年月】 月指定・・・・・下記注釈確認ください。 
【ドメイン名】    ご利用のドメイン名 
【解約種別】    全解約 

【本サービス解約後のドメイン名の取扱い】  
 「他のKDDIサービスへドメイン管理を移行する」にチェック 

【備考欄】 「KDDI ビジネスメール」→EXOL移行  

【KDDI処理欄】 担当者情報記入 

解約希望月は希望月末の10営業日前までにKDDIに引き渡しがされている必要があります。 
10営業日を切った場合、翌月解約処理となりますのでご注意ください。 

KDDI ビジネスメール解約申込書に必要事項ご記入ください。 

以下KDDI記入 



【お客さま情報】 各部記入 

【「ベーシックパック」ご利用希望サービス】  
「KDDI ビジネスメール」の「区分」から「削除」を選択 

ベーシックパック契約で「KDDI ビジネスメール」をご利用の場合、こちらの変更申込書も必要です。 

「KDDI ビジネスメール」解約 

ベーシックパック変更申込書に必要事項ご記入ください。 

【解約希望年月日】 月末指定・・・・・下記注釈確認ください。 

【備考欄】 「KDDI ビジネスメール」→EXOL移行  

【KDDI処理欄】 担当者情報記入 

以下KDDI記入 

解約希望月は希望月末の10営業日前までにKDDIに引き渡しがされている必要があります。 
10営業日を切った場合、翌月解約処理となりますのでご注意ください。 



■申込書受領後、お客さま指定の「解約希望月」に解約処理を行います。 

※解約処理後のデータ復旧はできませんのであらかじめご認識ください。 

「KDDI ビジネスメール」解約 


